
佐渡市の取組について（農業の価値を未来につなぐ）
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【生産面】

・ 佐渡米全体の生産性・品質・ブランドをどう牽引するか 経営も持続可能な取り組みに

・ 省力化技術の推進と導入コストの負担、収量向上、資源循環 生き物にも農家の体にもやさしい農業を

・ 新規参入者・ネットワーク化による相互支援 勇気をもって有機を志す人を応援する

【消費・販売面】

・ 生きもの目線と「食」 「農」 「環境」教育の伝承 保育園、小学校、中学校、高校での体験と教育の実施

・ 食・資源の地域循環（地産地消に有機を ＋ ） 自家消費、地域内流通、地域外流通の活性化

・ 販売力の強化・有機認証制度の検討、価格差 商品の価値、共感、農家と消費者の価格差をどう埋めるか
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佐渡市みどりの食料システム戦略推進事業
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既存生産量 推定１８０t
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【市長指示】
無農薬はこの後必須になる。佐渡

が先駆けて学校・保育園給食で無農
薬の野菜、米を提供せよ。
生きもの目線を忘れないこと。

【水田除草機導入支援】
乗用８台
歩行５台
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■小・中学校(７つの給食センター）

１か月のみ（６.９ｔ ３５校３，２００名）

「無農薬無化学肥料栽培米」を提供

■保育園給食（各施設調理）

順次切替 継続的な提供を開始

■佐渡市の方向性を明示（生きもの目線）

農 家 生産意欲の向上

消費者（保護者など） 理解促進

子どもたちの農食環境への関心を刺激

■令和４年６月～本格始動（不安要素を取り除くところから）

第一印象が大事！絶対に失敗できない一手

■色彩選別機にかけているか？

■炊飯機器によって炊き上がりが

違う。試し炊きできるか？

■事務の負担増にならないか？

■職員や試食会経費の負担増

■有機米となると「虫」が発生

しやすいのではないか？

⇒少量で試し炊きを実施

⇒事務軽減から１か月単位で実施

⇒給食だよりでのお米紹介
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■次の世代にバトンを渡す

農業だけでなく

環境や地域に

まなざしを向ける授業

渡辺市長 農家代表




